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課題名
３５畳蓋の品質向上

早刈品種「ふぐなみ」の染土付着促進法
分類 鉦

）

試験研

究年次 ６２～１年（完了）

１ 日的．

「ふぐなみ」は天候や収穫時の熟度により、染土の付着にふれがあるので、降雨の影響
をふまえ刈取時期と染土付着量との関係を明らかにし、染土の付着を向上させる。

ｕ試験方法

１供試品種「ふくなみ」 作期早刈栽培
２施肥６月１０日及び６月２
３作期及び泥染め時期

0日に刈取時期を設定し追肥を行う。

６月１０日刈取予定適期適期５日後
６月２０臼刈取予定

４供試染土

５染土

適期５日前適期適期５日後同左水洗

根元より３５～７０ｃｍ（中央）、７０～１０５ｃｍ（先端）部分の１００本を取り
沸とう状態で２分間染土を溶出させ、一部を蒸発乾固し重量を測定

６畳表の評価染土付着の評価（観察）
６月７日刈り取りのｌ区を基準で３． oとし最高を５．０､最低を１ .Ｏとして採点

Ⅲ主要成果の概要

１３年間の試験の結果、染土の付着は元年度が最も悪かった。これは
き、降雨が少なかったことが染土付着に影響したものと考えられる。

２染土付着は早刈栽培では作期が早いほど悪くなる傾向があるので、
<することで染土付着を向上させる。

３染土付着は６月

４

を遅らすほど多く

り

、刈取前に好天が続

作期をできるだけ遅

１０日刈予定、６月２０日刈予定とも刈取日が早いほど少なく、
なる傾向があるので、早刈りしないようにする。

シルバーセブンを混用する二とで、 畳表の評価を向上させるこ

、シルバーセブン２〔)～２５ｋｇを使用する。
５降雨にJ： ろ染土の付着を検討するため、
めしたものと、 約２分間水洗いした後、
(ま認められない。

刈取日

とができるので１０ａ当

６日間晴天が続いた後、 そのまま刈り取り泥染
泥染めしたものとを比較した結果、 水洗いの効果
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表気象状況（雨蚤Ｉｎｎｌ１注）
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早刈いぐさの畳表の品質向上ための資料にする。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１染土付着機構の解明

２降雨と染土付着量の関係

Ⅶ資料名

６２～元年度福岡県農業総合試験場筑後分場 いぐさの加工に関する試験成績書


